

































場所 時間 日程　 内容 評価
平成17年前期 天白ML教室 木12:20～12:50  AB 5/12～7/14   全8回 弾き歌いまたはピアノ任意1曲
後期 天白ML教室 木12:20～12:50 10月～11月 弾き歌いまたはピアノ任意1曲
平成18年前期 天白ML教室 木12:20～12:50　AB 5月～7月 弾き歌いまたはピアノ任意1曲 学生が挙手にて評価を行う（○の数を報告） 児教学生も参加（3人）
後期 天白ML教室 木12:20～12:50　 10月～11月 弾き歌い任意1曲 教員を中心に気づいた点を指摘する
平成19年前期 天白ML教室 木12:20～12:50  AB　 5月～7月　10～11人 弾き歌い任意1曲 学生が挙手にて評価を行う（○の数を報告） 児教学生も参加（3人）
後期 天白　6号館エントランス 月12:20～12:50 １０/１５～１２/３　全8回　10～11人　 弾き歌い任意1曲 教員から簡単な総評
平成20年前期 天白ML教室 火12:20～12:50  AB 5月～7月 弾き歌い任意1曲 弾き歌いチェック項目表にて評価改善点を書いて提出 児教学生も参加（７人）
後期 天白ML教室 月12:20～12:50 10/20～12/22 弾き歌い任意1曲 弾き歌いチェック項目表にて評価
平成21年前期 天白ML教室 火12:20～12:50  AB 5/19～7/7　全7回　10～11人 弾き歌い任意1曲 弾き歌いチェック項目表にて評価改善点を書いて提出
後期 天白ML教室 月12:20～12:50 10/19～12/14　10人 弾き歌い任意1曲 弾き歌いチェック項目表にて評価
平成22年前期 天白ML教室 月・火12:20～12:50  AB 5/17～7/6　全15回 歌唱指導　一人3分任意1曲
弾き歌いチェック項目表にて評価
改善点を書いて提出
後期 天白ML教室 月・火12:20～12:50 10/18～11/29　全12回 弾き歌い一人1分以上任意1曲 改善点を書いて提出
平成23年前期 天白ML教室 月12:20～12:50   AB 5/23～7/5　全7回　10～11人 歌唱指導　一人3分任意1曲
弾き歌いチェック項目表(改訂)にて評価
改善点を書いて提出
後期 天白ML教室 月12:20～12:50 10/3～11/28　全8回　10～11人 弾き歌い一人1分以上任意1曲
弾き歌いチェック項目表にて評価
改善点を書いて提出





後期 天白ML教室 授業時間内 10/15～12/10　全9回　9～10人 弾き歌い1分以上任意1曲
弾き歌いチェック項目表にて評価
自己点検表提出





後期 天白ML教室 授業時間内 10/14・21・28　クラスごと 歌唱指導一人3分（初めてのうたを教える設定で）任意1曲
弾き歌いチェック項目表にて評価
自己点検表提出





後期 天白ML教室 授業時間内 10/13～11/10　　クラスごと 歌唱指導一人3分（初めてのうたを教える設定で）任意1曲
弾き歌いチェック項目表にて評価
自己点検表提出



































































































































































































　  月　   　　日　　　　　 曲目
『弾き歌い』チェック項目
よかった項目
には○
もう一歩の項
目には△
m　e　m　o
1 曲の流れを大切
2 のびのびと明るい声で、子供の前で歌うように
3 正しい音程、リズムで
4 正しい発音で、言葉を明確に
5 フレーズを生かした息つぎで
6 歌とピアノの音量バランス
7 曲想（テンポ・ニュアンス・表情など）の工夫
⇔必ず記入　総　合　評　価(採用試験での試験官の立場で　○か×）
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幼児の表現につながる音楽指導法について（その２）
６　指導力のある歌唱指導が、できたか
７　言葉遣い、表情はどうであったか
　改訂点：子どもへの言葉の使い方や指導における表情も評価の観点に加えた。
　この弾き歌いチェック項目表は、演奏者にフィードバックすることにより、演奏者自身が、
演奏あるいは歌唱指導の評価やアドバイスを受けた点などから、自分の学習課題を見出すこと
ができる。
（３）自己点検表について
　平成24年度から、自己点検表を作成し、工夫した点・アドバイスを受けた点・自分の課題に
対する改善点などについて記入し、提出をさせている。このことは、より完成度の高い演奏・
歌唱指導に結びつけるための一つの方法と考える。平成29年度からは、選曲理由の記入欄を、
平成30年度からは、設定、ねらいの記入欄も加えた。改訂した理由は、歌唱指導のポイントを
明確にさせること、また、就職試験での面接等で質問されることが多くなってきたことからで
ある。
　選曲に関して、曲目・設定（対象年齢、何回目の指導など）は自由である。多くの学生が、
歌詞が親しみやすく分かりやすい・子どもと共に楽しんで歌える・リズミックである・季節感
がある・自分が自信をもって指導できるという選曲理由を挙げている。学生（平成26年度生）
の記述を基に選曲理由として書かれていたものを、以下に示す。
　前期（設定は自由）
： 正確に音をとらえる第一歩として、身近な生き物からイメージを膨らませる。繰り返し練習
することで歌えるようにする。
：お互いに助け合い、笑いあうことの大切さを子どもたちに伝えたい。
：一人一人の個性を大切にし、みんなと仲良くしてほしい。
：生命を大事にする心を育む。
：入園や進級をしたばかりで緊張をしている子供も、楽しく歌えるように。
：国籍や言葉が違っても仲良くしようとの思いをこめて。
：歌詞の中に、数字や色が入っている。
：卒園式で、たくさんの思い出をみんなと一緒に振り返る。
：物語性のある歌詞を楽しむ。
：日付への意識も強くなってきているので、その月にどんなことがあるのか理解する。
：今日一日が楽しく始まるように願いを込めて。
：お話のように語りかける歌詞から、素敵な世界観を感じてほしい。
：子どもたちの大好きなお母さんの歌を、感情をこめて歌う。
：歌を通して、他者の気持ちも考えることができる。
：子どもたちの間で手紙交換が流行っているという設定。
：手遊びやじゃんけんをすることで、表現を発展させていくことができる。
：掛け合いが楽しく、保育者と子どもが自然にやり取りができる。
：歌を通して、苦手と思っていることを少しでも楽しいと感じられる活動につなげる。
：リズムを取り入れることにより、リズム指導につなげる。
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：いろいろな動物が出てくるので、鳴き声や動きを付ける活動につなげる。
：日本の文化を大切にする心を育む。
：季節に合っている。
：卒園に向けて、たくさんの思い出を振り返る。
： 自分の強みとしてアピールできる元気明るさを表現でき、子どもも自分もリズムに乗りやす
く、歌いやすい。
：小さなという言葉を実際に指導するときはどうすればよいか試してみたかった。
：優しい歌い方、可愛らしい歌い方を身に付けてほしい。
：ゆったりとしたメロディを楽しむ。
：３拍子の曲を歌えるように。
：楽器に興味を持ち始め、弾く機会も出てくる。
　後期（初めての歌を歌うという設定）
：歌詞がシンプルで初めてでも意欲的に歌える。
：卒園前の子供たちと一緒に歌い、思い出を振り返っていく。
：歌うことの楽しさ、きれいな声で歌うことを感じられるように。
：園での楽しい一日が終わり、明日もみんなに会って遊びたいと思えるように。
：曲のイメージをつくりやすいように、手遊びを取り入れた。
：台風や雨の日が多い時期でも歌え、リズムの練習もできる。
：歌うことだけでなく、じゃんけんや手遊びを通して楽しむことができる。
：子どもに問いかけたり、子どもと会話をしながら歌うことができる。
：曲の中でテンポが変わるところが面白いと感じた。
：日本の美しい四季を感じる。
：日本の伝統や行事を感じてほしい。
：夏から秋にかけての葉の色の変化など自然を感じ、季節について考える。
：お祭りや行事の多い秋にぴったりである。
：今まで歌ったことがない歌に挑戦した。
：あまり知られていない歌を歌ってみる。
：自分が苦手である高音から低音までを、克服したいという思いから。
：歌を覚えた後は、絵をかいたり、製作活動につなげていく。
：身の回りにある音に興味を持ち、音を表現する楽しさを感じ取ってほしい。
：歌詞や伴奏のアレンジがたくさんできる。
おわりに
　「おためしライブ」での歌唱指導は、学生が就職試験や保育・教育現場で実践・応用できる
力を身につけることができるように、いろいろ改めながら継続してきた。実践することでお互
いに音楽や指導法を見、感じ取ったことや想像したことなどを伝え合い共感することができ
る。また、言葉や文字によるコミュニケーションを図ることにより、音楽活動・表現活動・言
語活動が適切にできるような指導法を工夫していく力を付けることもできる。子どもから発せ
– 357 –
幼児の表現につながる音楽指導法について（その２）
られる多彩な音楽表現、子どもの表現に対する思いや意図を受け止めるために必要な歌唱・器
楽・音楽づくりの技能や力を身に付けることも保育者に求められる。歌唱指導においても、保
育者としてまた、一人の人間として子どもたちに何を伝えたいのかという思いや意図をしっか
り持って表現することが大切になる。
　今後の課題として、歌唱教材の取り上げ方にも工夫が必要と思われる。グループごとにテー
マを変えて四季の歌、生き物の歌、園行事に関わる歌を取り上げたり、あるいは同じ曲を年齢
ごとに指導する場合の指導法も考えられる。３分間という短い時間内での歌唱指導であるので、
どうしても一方的な指導になってしまうが、実践の場では、子どもからの素朴な質問や、子ど
もならではの受けとめが出てきたときに、どのような対応ができるか、子どもの表現をいかに
受け止めることができるかが保育者に必要な技術・力となる。あらゆる場面を想定できる力、
また、音楽の基本を身に付けそれを応用できる力が育つような指導法を、考えていきたい。
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